
　
太
陽
光
発
電
は
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
不
安
の
解
消
、
環
境
関
連

産
業
振
興
な
ど
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
出
力
１
０
０
０

１

以
上
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太

陽
光
発
電
所

は
、
２
０
１
２
年
７
月
１
日

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い

取
り
制
度
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
全
国
各
地

で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
会

社
、
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
鉄
道
会
社
、
化

学
会
社
な
ど
多
様
な
業
種
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
事
業
に
参
入
し
て
い
る
。

全
国
各
地
で
計
画
多
様
な
業
種
が
参
入

メガソーラー

接
続
で
限
界
浮
上
公
平
・
透
明
な
ル
ー
ル
を

ＮＴＴファシリティーズが 年 月に発電を
始めたメガソーラー「Ｆ佐倉太陽光発電所」
埋蔵文化財への影響を最小化する置き式の基礎

パワーコンディショナー収
納盤（埼玉・行田浄水場

拡大する大規模太陽光発電所

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ５月１０日 金曜日 　　

年
度
調
達
価

格
な
ど
を
討
議

し
た
調
達
価
格

等
算
定
委
員
会

年
３
月
６

日

　
太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
に
貢
献
で

き
る
た
め
地
球
温
暖
化
対
策

の
中
心
的
存
在
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
。
世
界
規

模
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
極
的
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
。
日
本
は

年
８
月

日

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法

が
成
立
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
の
導
入
が
決
ま
っ
た
。

　
こ
の
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
は
、
太
陽
光
を
は
じ

め
、
風
力
、
地
熱
、
中
小
水

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
で
発
電
し

た
電
気
の
全
て
を
、
一
定
の

価
格
と
期
間
で
電
力
会
社
が

買
い
取
る
こ
と
を
義
務
付
け

た
。
そ
の
価
格
と
期
間
は

「
調
達
価
格
等
算
定
委
員

会
」
の
意
見
を
聴
い
て
年
度

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
て

い
る
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど

以
上
の
太
陽
光
の
場

合
、

年
度
は
消
費
税
を
含

ま
な
い
買
い
取
り
価
格
を
１

時
当
た
り

円
、
買
い

取
り
期
間
を

年
と
し
た
。

年
度
は
期
間
が
そ
の
ま
ま

で
、
買
い
取
り
価
格
に
つ
い

て
は

年
度
に
比
べ
て
４
円

引
き
下
げ
て
、
消
費
税
抜
き

価
格
を
同

円
と
な
っ
た
。

引
き
下
げ
た
の
は
太
陽
光
パ

ネ
ル
、
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
ー

電
力
調
整
装
置
、

架
台
、
工
事
費
を
含
む
シ
ス

テ
ム
費
用
が
、
市
場
の
創
造

な
ど
に
伴
い
、

年
度
調
達

価
格
算
定
時
の
１

当
た

り

・
５
円
か
ら
、

年

―

月
期
に
運
転
開
始
設
備

の
デ
ー
タ
で
同

円
に
下
落

し
た
か
ら
だ
。

　
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

の
施
行
前
か
ら
、
全
国
各
地

で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
が
進

ん
で
い
る
。

　
関
西
電
力
や
九
州
電
力
な

ど
電
力
会
社
は
、

年
か
ら

相
次
い
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

建
設
し
、
営
業
運
転
に
入
っ

て
い
る
。
地
球
温
暖
化
な
ど

の
環
境
問
題
を
経
営
の
重
要

課
題
と
し
て
捉
え
、
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

削
減
対
策

の
一
環
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
自
治
体
も
設
置
や
誘
致
に

積
極
的
だ
。
埼
玉
県
は
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
貢
献
を

目
的
に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

行
田
市
に
あ
る
浄
水
場
「
行

田
浄
水
場
」
の
浄
水
池
上
部

に
設
置
し
、

年
３
月
に
運

転
を
始
め
た
。

　
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

施
行
に
合
わ
せ
て
稼
働
さ
せ

た
自
治
体
も
あ
る
。
群
馬
県

太
田
市
は
市
内
の
工
業
団
地

内
に
、
出
力
１
５
０
０

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
市
単
独

で
建
設
。

年
７
月
１
日
か

ら
稼
働
さ
せ
、

全
量
を
１

時
当
た
り

円

で
東
京
電
力
に

売
電
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
固
定

価
格
買
い
取
り

制
度
の
施
行

後
、
太
陽
光
発

電
の
導
入
が
急

速
に
進
ん
で
い

る
。
中
に
は
立

地
に
配
慮
し
た
技
術
を
採
用

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
東
武
グ
ル
ー
プ
は
社
有
地

な
ど
を
有
効
利
用
し
環
境
の

負
荷
低
減
へ
の
対
策
を
進
め

る
た
め
、
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
を
活
用
し
た
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
事
業
に
参
入
す
る
。

東
武
鉄
道
１
０
０
％
子
会
社

の
東
武
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

東
京
都
墨
田
区

は
、

年
３
月
に
栃
木
県
佐

野
市
の

生
駅
南
側
土
地
で

同
グ
ル
ー
プ
初
と
な
る
１
０

０
０

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
設
備
工
事
に
着
手
し
た
。

　
旭
硝
子
は

年
４
月
を
め

ど
に
兵
庫
県
赤
穂
市
の
所
有

地
で
４
２
０
０

の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
に
着
手
す

る
。
建
設
予
定
地
は
塩
田
跡

地
で
あ
る
た
め
、
さ
び
や
腐

食
の
心
配
が
な
い
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｆ
Ｒ
Ｐ

製
架
台
を
使
い
、
塩
害
の
影

響
が
あ
る
土
地
で
の
長
期
に

わ
た
る
安
定
的
な
発
電
を
可

能
と
す
る
と
い
う
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ

東
京
都
港
区

は
、

年

月
に
千
葉
県
佐
倉
市
内

で
２
０
２
５

の
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
「
Ｆ
佐
倉
太
陽
光
発

電
所
」
を
完
成
さ
せ
て
、
東

京
電
力
に
売
電
を
始
め
た
。

国
が
推
進
す
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
・
拡
大
や
社
会
全

体
の
環
境
負
荷
低
減
へ
の
貢

献
、
お
よ
び
太
陽
光
発
電
に

関
す
る
さ
ら
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ

獲
得
・
蓄
積
が
狙
い
。
Ｆ
佐

倉
太
陽
光
発
電
所
の
技
術
的

特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
置
き

式
の
基
礎
を
採
用
し
て
い

る
。
通
常
、
置
き
基
礎
で

も
、
基
礎
が
ず
れ
な
い
よ
う

に
小
さ
な
管
を
埋
め
る
が
、

今
回
は
パ
イ
プ
も
使
わ
ず
、

全
く
土
中
に
は
何
も
埋
め
な

い
基
礎
で
あ
る
た
め
、
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
文
化
財
へ
の
影

響
を
最
小
化
で
き
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
と
、
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度
で
発
電

施
設
と
し
て
認
定
を
受
け
た

設
備
の
う
ち
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
は

年
８
月
末
で

万
５

１
２
１

だ
っ
た
。
そ
れ

が

年
１
月
末
は
３
１
７
万

９
６
１
５

と
、
５
・
６

倍
に
拡
大
。
こ
の
う
ち
、
７

万
９
２
３
２

の
認
定
設

備
が
運
転
を
始
め
て
い
る
。

　

年
１
月
末
現
在
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
に
関
す
る
都
道
府

県
別
設
備
認
定
状
況
は
、
全

国
の

・
７
％
を
占
め
る
北

海
道
が

万
６
３
０
４

で
ト
ッ
プ
。
以
下
、
鹿
児
島

県
が
８
％
の

万
６
９
４
０

、
大
分
県
が
５
・
２
％

の

万
６
４
４
７

、
栃

木
県
が
４
・
５
％
の

万
３

５
８
０

、
愛
知
県
が
４

・
３
％
の

万
８
１
１
０

、
千
葉
県
が
４
・
２
％
の

万
６
２
１
１

、
福
岡

県
が
３
・
７
％
の

万
８
２

１
４

の
順
だ
。

　
北
海
道
へ
の
立
地
が
全
国

の
３
割
弱
と
集
中
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
「
広
い
土

地
の
確
保
の
し
や
す
さ
と
土

地
代
の
安
さ
が
原
因
」

資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

と
み
て
い
る
。

　
北
海
道
は
も
と
も
と
電
力

の
系
統
規
模
の
小
さ
さ
か

ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
接
続
量
に
限
界
が
あ
る
。

特
に
、
大
規
模
の
太
陽
光
発

電
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
設

備
・
接
続
条
件
を
前
提
と
す

る
と
、
限
界
に
近
づ
き
つ
つ

あ
る
。
こ
う
し
た
中
、
北
海

道
電
力
は
４
月

日
に
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
接
続
量
の
限
界

な
ど
に
関
し
て
発
表
し
た
。

出
力
２
０
０
０

以
上
の

太
陽
光
発
電
は
、
短
時
間
に

お
け
る
出
力
変
動
が
周
波
数

の
維
持
に
影
響
す
る
。
現
時

点
で
は
、
系
統
全
体
の
接
続

量
が

万

程
度
に
達
す

る
と
、
接
続
が
困
難
に
な
る

場
合
が
あ
る
と
い
う
。
北
海

道
電
力
は
３
月
末
現
在
で
、

２
０
０
０

以
上
の
発
電

事
業
者
の
売
電
に
関
し
て

件
、
１
５
６
万
８
０
０
０

分
を
受
け
付
け
て
い
る
。

１
０
０
０

以
上
で
は
２

２
６
件
、
１
７
６
万
７
０
０

０

分
を
受
け
付
け
て
お

り
、
こ
の
う
ち
６
件
、
１
万

２
４
８
２

分
に
つ
い
て

受
電
を
始
め
て
い
る
。

　
す
で
に
北
海
道
電
力
は
こ

れ
ら
発
電
事
業
者
に
対
し
て

個
別
に
事
業
説
明
を
行
っ
て

い
る
。
経
産
省
は
接
続
可
能

量
拡
大
の
た
め
の
特
定
地
域

に
限
っ
た
接
続
条
件
の
改
正

や
、
大
型
蓄
電
池
の
変
電
所

へ
の
導
入
な
ど
の
対
応
策
を

実
施
す
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
つ
い

て
、
北
海
道
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
事
業
を
展
開
し
て
い
る
Ｊ

Ａ
Ｇ
国
際
エ
ナ
ジ
ー

東
京

都
千
代
田
区

は
、
「
系
統

連
系
の
問
題
は
北
海
道
に
限

ら
ず
、
今
後
の
太
陽
光
発
電

事
業
に
大
き
な
影
響
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
は
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度
だ
け

で
は
不
十
分
で
、
接
続
の
問

題
に
関
し
て
、
公
平
か
つ
透

明
性
の
高
い
ル
ー
ル
作
り
が

重
要
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
よ

う
に
世
論
喚
起
も
必
要
」
と

し
て
い
る
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
今
後
構

築
が
期
待
さ
れ
て
い
る
国
内

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
核
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　
岩
手
県
北
上
市
は
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
の

一
環
と
し
て
、
市
内
で

年

度
中
に
１
５
０
０

と
１

４
０
０

の
二
つ
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。
全
て
東
北
電
力
に

売
電
し
、
そ
の
収
益
を
同
市

が
進
め
る
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
事
業
の
主
な
財
源

に
す
る
考
え
だ
。


